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【研究成果の概要】  （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 ）  
 林 は 、 ア メ リカ 人 作家 で ス ペ イ ン に関 す る多 く の 著 作 を 残し た ワシ ン ト ン ・ ア ーヴ ィ ング

（ 1783-1859） を取 り 上げ 、 か れ の 作 品の 成 立に 大 き な 意 味 を持 っ たと 推 測 さ れ る スペ イ ンへ

の 旅 に つ い て 研究 し た。こ の 旅 行の 期 間、ア ーヴ ィ ン グ は 日 記を 残 して お り 、また 書 簡 も 書き

送 っ て い る 。こ れ らを基 礎 資 料 と し なが ら 、か れ の 有 名 な 著作『 アル ハ ン ブ ラ 物 語 』の舞台 と

な っ た ス ペ イ ンの 古 都グ ラ ナ ダ に 滞 在し た 時期 に 焦 点 を あ わせ て 、かれ の 行 動 を 逐 一明 ら かに

し 、グ ラ ナダ の 風 景 の 実見 、住 民 との 交 流 、建 築物 の 鑑 賞 、歴 史 上 の 人 物の 肖 像 画 と の 出会 い 、

古 戦 場 な ど の 旧跡 訪 問な ど に つ い て 探求 し た。こ う し た 体 験 とそ の 作品 の 記 述 を 比 較す る こと

に よ っ て 、グ ラ ナ ダ 滞在と そ こ に お け る取 材 が作 品 の 成 立 に どの よ うに 関 わ っ た の かに つ いて

考 察 し た 。これ に よ っ てア ー ヴ ィ ン グ とい う ひと り の ア メ リ カ人 が 、その 歴 史 か ら イ スラ ー ム

文 化 の 陰 影 の 色濃 く 残る ス ペ イ ン と いう 異 国に つ い て ど の よう な 印象 を 抱 き 、感 興 を お ぼえた

の か を 明 ら か にし よ うと し た 。これ は 異 文 化理解 を 通 し た 多 文化 教 育の ひ と つ の 教 材と な るも

の と 考 え て お り、 そ の成 果 は 講 義 な どに 活 用し て い く 予 定 であ る 。  

菅 は 、建 国当 初 の 1790 年 か ら 開 始 さ れた 、アメ リ カ 合 衆 国 の連 邦 セン サ ス に お け る「 人 種」

（ 当 時 の 語 彙 では「 カラ ー 」）の 分 類 が、 1850 年 以 降 、中 国 人を 皮 切り に ア ジ ア 系 移民 が 増加

し て い く な か で 、「 ブ ラ ッ ク 」 と 「 ホ ワ イ ト 」 の 二 分 法 の 分 類 軸 か ら ど の よ う に 多 文 化 的 様 相

を 呈 し て い っ たの か 、ま た 、 そ う し た多 文 化的 「 人 種 」 分 類軸 構 築の 基 礎 的 デ ー タと な った 、

調 査 票（ 個 票）に お ける「 人 種 」分 類 の あ り方 を 、「 白 人 性（ ホ ワ イト ネ ス ）」の 境界 の 観点か

ら 分 析 し た 。具体 的 に は、多 文 化 的 セ ンサ ス の 出発 点 と し て 1850 年 連 邦 セ ン サ ス 、お よ び 1852
年 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 セ ン サ ス を 位 置 づ け 、「 中 国 人 」 に 対 す る 「 カ ラ ー 」 の 記 載 の 変 容 を 追 う

こ と に よ っ て 、そ の 過程 の 歴 史 化 を 試み た 。菅 の 講 義 に お いて は 、最 新 の 2010 年 セ ン サ ス・

レ ポ ー ト を 教 材 と し て い る が 、 本 研 究 は 、 増 加 著 し い 「 ヒ ス パ ニ ッ ク 」、「 ア ジ ア 系 」、 そ し て

オ バ マ 大 統 領 が そ の 象 徴 的 存 在 と な っ た 「 複 数 人 種 （ マ ル チ レ イ シ ャ ル ）」 の 回 答 の 増 加 傾 向

な ど 、今 日 の多 文 化 社 会ア メ リ カ の 歴 史を 理 解す る た め の 土 台と な るも の で あ り 、菅 が 駆 使 し

て い る デ ー タ・ベ ー ス の史 料 や そ の 他 の史 料 の収 集 方 法 に つ いて も 、本研 究 で 得 た 知 見を 学 生

に 還 元 し た い と考 え てい る 。  
 小 澤 は 、ア メ リ カ 文学に 描 か れ る 黒 人と 白 人の 対 立 構 造 を 中心 と する 人 種 概 念 の 時代 に よる

変 遷 、と り わけ 白 人 作 家と 黒 人 作 家 に よる ＜ 語り の 位 置 ＞ の 共通 点 と相 違 点 を 、具体 的 作 品 を

事 例 に 考 察 し た。白 人 と黒 人 を 隔 て る 想像 上 の境 界 を 無 効 化 する 語 りが 、第 三 世 代の 黒 人 文 学

か ら 登 場 し て いる こ とを 、エ ド ワ ー ド・ P・ジョ ー ン ズ の『 地 図 になか っ た 世 界 』(The Kno wn 
World(2004))を も と に例 証 し 、 そ の 対比 と して ウ ィ リ ア ム ・フ ォ ーク ナ ー の 『 行 け、 モ ーセ 』

(Go Down Moses(1942))を 中 心 と す る ヨク ナ パト ー フ ァ・サ ー ガに お ける ＜ 内 な る 他 者＞ と し

て の 黒 人 の 表 象が 地 続き に あ る こ と をあ き らか に し た 。また 、約 六十年 を 隔 て る 両 作の 共 通点

で あ る 、「 南 部的 想 像 力 」「 偽 史 」「 架 空 の土 地 を舞 台 と し た 地 理生 成 」の三 点 が 、「 ア メ リカ 文

学 に お け る 人 種の 境 界の 生 成 」と「 アメ リ カ とい う 国 家 の 生 成」に 繋が っ て い る こ とを 分 析し

た 。本 研 究は 、脈 々 と 受け 継 が れ る ア メリ カ 文学 史 の 系 譜 と、学 生 に理 解 し づ ら い 人種 の 概念

と 奴 隷 制 の 多 面性 、ひ いて は ア メ リ カ 国家 を 読み 解 く 最 適 な 事例 で あり 、本 研 究 は 学 生 にと り、

真 の 異 文 化 理 解に 繋 がる 教 材 で あ る と確 信 して い る 。  



研究成果発表方法  
 林 邦 夫 「 ワ シン ト ン・ ア ー ヴ ィ ン グと グ ラナ ダ 」『 平 成 23 年 度 東京 学 芸 大 学 重 点研 究 費報 告

書  多 文 化 教 育の 教 材と し て の 多 文 化国 家 アメ リ カ 』 所 収  

菅 美 弥「 1850 年代のセンサスにみる『チャイニーズ』の『カラー』の境界」同 上 所

収  
小 澤 英 実「 エ ドワ ー ド・ P・ジ ョ ー ン ズと ウ ィ リア ム・フ ォ ー クナ ー に おけ る ア メ リ カ のカ ル

ト グ ラ フ ィ 」 同上 所 収  
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